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ヘ イヌ 小 砂流の人の 

膝の上を 

トントンたたきながら 

私はこう言いました。 

「メナ シ の女は 

箱 の底に 

めずらしい内緒の 隠し財産を 

1) 折り返しは h0-inu 
へ ・ イヌ ( へ一 ( 掛け 

声 @  聞きなさい ) とも 解 
せるが「類歌」を 参照。 
POys 打 ポイ サ ラロ pon- 
s 打 ポン・サラ く Ⅱ へ さい   
葦原 )) は ( Ⅰ、 砂流 ) 、 歌い 
手 のつるさんによれ ば沙 

流 川の川下の地域を 指 
し 、 Poys 町山 lku 「ポイ 
サラ・ウン・クル ( 小 砂流 

0 人 ) は 、 砂流川の川下 
の方の男の人だろうとの 
@ し・ と 。 
5) Menas メナシ は砂流 

地方から見て 静六・釧路 
の方の地域 0 
6,9) 化 or ㏄ 4 皿 ta イ コラ 
サムタと 言っているが、 
iko 「 イコロ は間違いで 
suwoD スウオフく箱 ) が正 
しいとの歌い 手つるさん 

自身の言葉により、 テキ 
ストを訂正した。 
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 持っているのです。 

箱 の底に 

珍しい宝刀を 

持っているのです。 
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ア ピリカレン カビ 

サ puk 町 鉄山 apl 

イコン ン ；   
Lk0 足音 awa 

アビリカイエ ピ 。 

篠 pi Ⅰ kayepi 

イコン シ カ   
Ⅱ k0re 皿 awa 

イコ ロ バ レヤン。 

Ⅰ， ko や打 eyan   

アユ プケ ハウエ 

仁弛 pkehawe 

エ コアン ヤク ン 

e,ko 皿 y 荻 un 

エ コッチャ ケ   
㏄ kotea Ⅱ e ぬ 

イレン カ トウイ エ 

ぽ e 皿 a 血 ye 

アキ ク ・ ンネ   
&u ㎞ snena 

イ コラ モ シマ 

i=koramosma 

イコン キャンⅡ 
i=,koreklyan." 

セコロ イタカ ン アワ 

Seko Ⅰ 1 Ⅱ 8kanaWa 

@@ プ ウェンイタク 

山加 ep  wenl 億 k 

アイエ ロ ク ペコロ 

3 ニ ye で 0k  pek0 マ 

[ ウ l ナン クル カシ 

      nan ㎞ kaSi 

[ ウ l コロ ウエンプリ 

山 ]k0rwcnpu Ⅱ 

[ ウ l チョ ピラサ。 

[  "u  I  copl "  イ asa   

[ ウ l ホント モ タ 

[ulhontomo ぬ 

 
 

  

 
 

  

  

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

私の考えたとおりに 

考えて 

私の言うとおりに 

承知して 

くださいませ。 

私のせいであ なたが 
人々から 

厳しい談判を 受けた 
なら、 

あ なたの前に 

罰金を出して 謝り 

ますから、 

どうか承諾して 

ください。 」 

と 私は言いましたけ 
れど、 

なにか悪口でも 

私が言ったみたいに 

彼の顔のおもてに 

その腹 立ちが 

一面に現れました。 

そのさなかに 

12) 主人公の メナシ の 

女の自叙に、 4 行目ま 
では、 古くからの神謡 

の形を保って 1 人称 複 
散形が使われている 
が 、 12 行目からは、 一 

般の引用文や 伝承と同 
じく、 不定人称形に 変 
わっている。 

16) heynu ヘイヌ が 
heyyo ヘイョと 発音 
されているが、 舌がも 
つ れたためであ る。 

17)yupke 一 hhawe ユプ 

ケ ・ハウ ヱ ( 厳しい   
声 ) は 、 とがめのチャ 
ランケ。 
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3@  彼は パ ・ ソ ととび起きて 31) t ッ 0 発音に注 
意 o makkosanpa 
マツコ サンパ ( バット 

  

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 横の壁に掛かった 刀を 

サッと 手にとり 

自分の体を刺しました 0 

そこに私は行って 

その刀を引き 抜き、 

「あ なたがすぐ死ぬことになって 
いたのなら、 

刀身についた 血が乾いて ドロリ 

となるでしょう。 

生きることになっていたのなら、 

生血がそのまま 流れるでしょう 
から。 」と 

言いながら 

その刀を引き 抜きますと、 

血が乾いて ドロリ となりました。 

「あ なたがすぐに 死ぬのでしたら、 

私も死にますわ。 」 

と言いながら、 

その刀で、 

私は自分の体を 刺しました。 

開く ) とは違う。 
32) 歌い手のつるさん 
にょ れば、 壁の上の方 

の、 イ ナウ ( 木幣 ) の 掛 
かっている所に 下げて 

あ る 方 。 
34)@ yay ， sirko-otke 
ヤイ ・シリコ・オッ ケ 

t 自分・強く・ -  を 突 

く ) 、 自分の体を 
ギュッと刺した。 

ま
っ
 

目
な
 

，
 
行
こ
 
@
 

鶴
り
 

ら
五
 Ⅱ
 

、
の
 

カ
 

こ
し
 
0
 

こ
 な
る
 

 
 

44)39 行 目の ken 止 0- 
yawawke ケ 4 コ ヤワ 
ウケと 同じ。 -ke ケも 
-se セも 擬音・擬態の 

動詞を作る接尾辞 (       
という、 …となる ) 。 
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ltemenlkata 

ヘイヌ アモン ラチチ 

heynu@ a=monracici 

50  天井の梁の上に 

5@  私は手を ダ ランと下げて 5l)mon-racici ン・ラチ チ ( 手 ・を モ ダ 
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ヒ
 

ランと下げている )0 
神謡の中で神であ る 鳥 
戦 が死んだ場面でよく 
出てくる言葉。 
52)Uym ‥・ ウヤン       
と 聞こえるが、 歌い手 
つるさん自身が 航 ， ㎝ 
アナンと訂正した。 
53)@ rikun-suy@ U@@ 
ン ・スイ ( 上方の・ 六 ) 
は、 煙を出すために 尾 
根の下のいちばん 高い 
ところにあ けてあ る 

穴 。 
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ソヨ テレケアン ナ。 

soyote Ⅰ ke ナ anna   私は外へ飛び 出しました。 

白い雲が橋になって 

先へと伸びて 行き 

[ ウ l ウラン ルイカ 

[u] 丘 て a エ ruyka  
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[9l マク ナ タラ。 

l.U]m れ上 Ⅱ㎎ れ ㎏ 田 a   明るく光っています。 

白い雲の橋を 

渡って進んで 

行きますと、 

[ ウ l ウラン ルイカ 
[u] 百 Ⅰ armyka  

 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

アヤヨ テレ ケレ 

た yay6te ィ ke Ⅰ e 59) 字余りのため 最後 
の 「 e しな 落としてい 
る Q. yay-oterke-re ヤ 
イ ・ オ テレ ケ ・ レ ( 自 

分 ・ ( そこ ) を踏む・ さ 

せる ) は雅語で、 <( そ 
こ ) を 通って進んでい 

<>0 

62-63) 死後の国に着 
かたわけであ る。 
w 館 o ワ / は 直訳する 

と ( から ) 。 村の入口に 
犬 かりてそれが 私を見   
て ほえた。 

㏄ ) 8 音節、 2 行方 の 
歌詞が入っており、 前 
半を早口で歌っている 
がまだ 1 拍半分ぐらい 
余計に時間がかかって 
いる。 

66)toska ト シカは   

本来 ( 州境 ( 土手、 堤 
防 )> で、 たくさんの 集 
まりを言う。 
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私は大にほえられまし 
六 - @O 

村 おさの家の門口に 

行きましたが、 
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heynu 白で ヒエ つきをしてい 
ます。 
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 69)Un ウン は方向を 

表し、 よく <,.. へ ) と訳 
されるが、 見える方向 
や間こえる方向を 指す 
のにも使われる。 ここ 

では聞こえる 方向。 
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㎞ で 70 本砂流の人が 

71 訴えている声が 

72 かソコウ の声みたいに 

73 はっきり聞こえてきます。 
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荻 "'" 74 そうすると 

75  「そういう悪い 女 

76 精神の悪い女が 

77 来ているぞ。 

78 白に入れて鎌で 突け     78-779) nlsu ニ スは 
( 日 ) 。 ぬ w@   l タウ キ は 
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( 刃物でたたきつけ 

79 白に入れて杵で 突け ! 」 る や槍で ) 、 otke ( 突く オッケ >0 は棒 

80 という声がしましたが、 

㎝でたらめを 

82 言っているのだと 
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83 私は思っていますと、 

84 白に入れて杵で 突き、 

85 私は白に入れられて 鎌で 
突かれました。 

s6 さんざんやられたあ げく 

87 国造りの神様が 
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88  私をあ われんで 

89 

 
 

9
8
 

木皿島に 

私を変えてくださって 

私は帰って来ました。 

私の家の前に 

帰って来たのでした。 と、 

若い メナシ の女の 

姉妹が 

いたのでしたが、 

姉のほうが死に 

99  自殺ですから 

l ㏄ ひとには何もわからずに 

l0l 自殺したのです。 

l02  若者と一緒に 

l03 自殺したのでしたが   

90) ここから最後まで 語 
りになっている。 kem- 
po-clkap-po ケム ・ ポ   
チカプ ・ ボ 4 皿Ⅱ 指小 

辞 ) . ロ ・ ( 指小辞けは、 
歌い手のつるさんによれ 
ぱ 「 雀 くらいの、 なずき 
@ 幸額 ) から首も赤い 
鳥 」。 後にたずねた 貝沢 
みさをさん、 川上まつ子 
さん、 木村キミさんは 知 
らない 曲 。 久保寺の記録 
( 「類歌」を参照 ) にほ 
uyuike-ch 丘の名が見 
え 、 これは知里 [ 分類 ア 

イヌ語辞典動物篇Ⅰに 
uy 丘山 yke 妃 ir ウゆ イケチ 
リ ( アカショウピン ) Ⅱ ウ 

ラカヮ いとあ る。 
95 ル on ボ、 ノを poy ポ 
イと 発音しているのは 
Poysarunku ブボイ サル 
ンクル ( 小 砂流の 人 ) など 
への連想で起こったもの 
であ ろ つ . 

1 田 @ けこげた柱を 、 104)uhuy Ⅰ us ドウブ イ 

イクシぺ は、 ここでは 死 
んだために焼いた 家の 

l05  市山鳥が 柱 。 

106) 直訳すると <( 操り返 
l 的 のほったりおりたりしながら、 し ) のぼりのぼりしなが 

ら j 。 
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 l07  私の姉さんが 

サインラプルウェ ネ ナ 、 

yayreraap ruwene na, l08 陣 き 話をしたのですから   

テ ワ / オカ ウタ 9 
tewanooka uta 「 109 これからの人たちは 

39 ン オシッコ テ オッカ イボ 

neun｛skkote｛kkaypo Ⅱ 0 どんなにほれた 男 

ピリカ オッカ イボ 

5Plrkaokkaypo ll@  よい男に 

オシツコテ セッカ 

O 引 kkoteyakka Ⅱ 2 ほれても、 

メ / コ ヤ イエイコラムコロ アナク 

menoko@yayeikoramkor@anak Ⅱ 3  女のほうから 求婚するのは 

アシトマ フ ネ ナ、 

エ slt6mapne  na, Ⅱ 4  恐ろしいことなのですから、 

テ ワ /  オカ メ / コ 

te@W8no@oka@menoko Ⅱ 5  これからの女は 

イ テキ ヤサ ンノアン 

lolteklyayannoas Ⅱ 6  決して自分のほうから 

ヤ イエイコラムコⅠ ヤク 

yayelkoramkoryak Ⅱ 7 男に求婚しないほうが 

ピリカ、 セコ ロ 

Plrka,Seko 「 Ⅱ 8  いいですよ、 と 

イトウ レ シネ メ / コ 

れ U 「 eSnemenoko Ⅱ 9  妹のほうの女性が   

ケンボ チカッ ポ 

kempoclkappo @20 市 血 鳥が 

二三 ム _ ム コ白 

l5 nlmun@mu ko 「 l2l 柱をの ぼ りおりしながら 

ハウェアナウェ ヌ 、 

haweanhawen し ， l2.2. 言うのを聞きました、 

セコ叶 

sekor, @ お とさ。 

[ 類歌 ] これとよく似た 内容の神謡が、 久保寺 逸彦編 「アイヌ叙事詩神謡・ 聖 伝の研究 ] 

pp.241-243 に筆録されている。 伝承者は平目カレピア ( 荷菜 ) 、 1936 年。 そこでは折り 返しは 

Hemnou となっている。 

107)3 人称叙述の卜書 
きから、 いつのまに 
か、 死んで鳥になった 
女の妹の叙述になって 
いる。 次の行からは、 

妹の言葉の続きのよう 
な 表現であ るが、 最後 
0 部分ではまた、 その 
  鳥の言った言葉を 妹が 

「聞いた」となって い 

る 。 このような曲折 
は 、 口頭伝承の中では 
時折起こる。 
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  119) 普通、 日常語で 
は 、 la 「 eS トゥ レシ は 

兄妹の関係の 妹を言う 
が 、 ここでは姉妹の 間 
の妹のことを 言って い 

る 。 それは普通は 、 

mat 無 マタ クと 言う。 
121) 柱は 104-106 行 目 

で 言っているように   
焼けこげた 柱 。 
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